
宮崎県幼児教育センター 

架け橋期のカリキュラムの検討・開発のためのガイド 

 

本ガイドは、「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）（文部科学

省、令和４年３月３１日）」を参考に作成しています。 

 

１ 架け橋期のカリキュラムについて 

「架け橋期」とは？ 

 

 

 

 

「架け橋期のカリキュラム」を検討・開発するのはなぜ？ 

 

 

 

 

検討・開発にあたっての留意点は？ 

 

 

 

 

 

２ 架け橋期のカリキュラムを進める上で大切にしたいこと 

  架け橋期のカリキュラムを進める上で重要になってくるのが、「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」です。 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５歳児から小学校第１学年までの２年間は、生涯にわたる学びや生活の基盤をつ

くるために重要な時期です。この時期を「架け橋期」と呼びます。 

架け橋期において、施設類型や学校種の違いを越えて連携することが大切だから

です。幼保小の教育のつながりを意識した活動が、子供の豊かな体験を生み出し、

主体的・対話的で深い学びの実現につながります。 

幼児期の終わり頃に具体的にどのような姿として現れるかを明確化したのが、「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」です。この「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」は、幼児教育と小学校との連携・接続の手掛かりとなります。 
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・幼保小の先生が気軽に話し合える関係を構築し、対話をすることが大切です。 

・実質的な話し合いや実践を重視し、具体的な取組を可視化し関係者で共有する 

ために、わかりやすさを意識しましょう。 
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３ 架け橋期のカリキュラムの進め方について 

  架け橋期のカリキュラムの検討・開発がゴールではありません。基盤づくり（フェー

ズ１）から改善・発展サイクルの定着（フェーズ４）までの流れの一部分であることを

理解しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 架け橋期のカリキュラムの検討・開発の手順 

  架け橋期のカリキュラムの検討・開発の手順は以下のとおりとなります。 

なお、本ガイドで示す架け橋期のカリキュラムシートは、一つの例として示していま

すので、市町村や校区の実態に応じて変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 架け橋期のカリキュラムに基づいた実践の振り返り・カリキュラムの見直し・改善 

  カリキュラムに基づいた実践について振り返りをしましょう。また、カリキュラムに

ついても見直しや改善を図っていきましょう。（フェーズ３・４） 

 ※「スタートカリキュラム」や「接続期のカリキュラム（小学校就学前）」について

は、架け橋期のカリキュラムとの整合性を図りましょう。 

○園・小学校等での活動の共有 
・連絡協議会 
・保育・授業等の相互参観・体験 

○連携窓口の明確化 
○自園・自校の先生への意識啓発と参画 
○子どもの交流 

○共通の視点をもとに内容の検討・開発 
○人やものとの関わりを通じた学びを踏まえ、
教材としての環境の共通性の理解 

○幼保小合同会議の設置 
○相互の教育の内容や方法に関する理解の共有 
○子どもの交流の推進 
・事前の合同打合せ 
・事後の合同振り返りの会 

○園・小学校等において教育課程編成・指導計
画作成、実施・検証 

○人やものとの関わりを通じた学びを踏まえ、
教材としての環境の活用 

○幼保小合同会議の充実 
○相互の教育の内容や方法に関する理解の深化 
○子どもの交流の充実 

○持続的・発展的な架け橋期のカリキュラム 
○人やものとの関わりを通じた学びを踏まえ、
教材としての環境の活用の充実 

○幼保小合同会議の定着 
○相互の教育の内容や方法に関する理解の改
善・発展 

○持続的・発展的な子どもの交流の実施 

基盤づくり（フェーズ１） 

検討・開発（フェーズ２） 

実施・検証（フェーズ３） 

改善・発展サイクルの定着（フェーズ４） 

①「期待する子ども像」を設定する。 
市町村・校区でどんな子どもを育てていくのかを話し合い、「期待する子ども像」

を設定しましょう。 
 
②「特に関連する幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を見出す。 
「期待する子ども像」から「特に関連する幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」を見出しましょう。 
 
③活動や配慮事項等について共有する。 
「期待する子ども像」と「特に関連する幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を意識しながら、「園で展開されている活動や小学校の生活科を中心とした単元構
成」「配慮事項」「共通した取組」等を共有しましょう。 
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小 学 校 の 生 活 科 を 中 心 と し た 単 元 構 成  

園 で 展 開 さ れ る 主 な 活 動  
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